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自
律
し
た
女
性
育
成
の
た
め

大
学
改
革
を
強
力
に
推
進

社
会
情
勢
、
経
済
環
境
の
大
き
な
変
化
に

伴
っ
て
、
求
め
ら
れ
る
人
材
や
必
要
な
能

力
も
変
化
す
る
時
代
。
甲
南
女
子
大
学
は

「
女
性
が
一
人
の
自
律
し
た
人
間
と
し
て
生
き
抜
い
て

い
く
こ
と
を
大
学
一
丸
と
な
っ
て
真

に
応
援
す
る
大

学
」
を
掲
げ
、
学
び
を
は
じ
め
と
し
た
大
学
の
さ
ま
ざ

ま
な
特
色
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
５
年
４
月
に
は
、
学
部
改
組
に
よ
り
心
理
学

部
心
理
学
科
を
開
設
。
２
０
２
６
年
４
月
に
は
社
会
学

部
総
合
社
会
学
科
と
教
育
学
部
子
ど
も
教
育
学
科
が
新

た
に
ス
タ
ー
ト
し
、
多
様
化
・
複
雑
化
す
る
社
会
課
題

に
応
え
る
教
育
体
制
に
進
化
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
２
０
２
７
年
４
月
、
文
学
部
で
は
日
本
文
化

学
科
へ
の
名
称
変
更
と
と
も
に
、
メ
デ
ィ
ア
表
現
学
科

で
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
始
動
。
国
際
学
部
は
国
際
学
科

の
１
学
科
３
専
攻
体
制
に
刷
新
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会

で
活
躍
す
る
人
材
の
育
成
を
一
層
加
速
さ
せ
ま
す
。

「
答
え
の
な
い
時
代
」
を
生
き
抜
く

力
を
身
に
つ
け
る
〈
文
学
部
〉

現
代
社
会
や
ビ
ジ
ネ
ス
は
明
確
な
答
え
の
存

在
し
な
い
問
題
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
大

切
な
の
は
、
多
様
な
考
え
方
や
も
の
の
見

方
を
知
り
、
自
分
な
り
の
考
え
や
視
点
を
も
て
る
よ
う

に
な
る
こ
と
。
２
０
２
７
年
４
月
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ

れ
る
文
学
部
は
、
そ
の
た
め
の
学
び
を
展
開
し
ま
す
。

　
「
日
本
文
化
学
科
」
で
は
、
従
来
の
日
本
語
日
本
文

化
学
科
を
発
展
さ
せ
、「
日
本
語
日
本
文
学
」「
歴
史
・

地
域
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
３
分
野
を
柱
に

再
編
。
文
化
や
歴
史
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す

る
多
彩
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
用
意
し
、
マ
ン
ガ
・
ア
ニ

メ
や
都
市
伝
説
、
観
光
・
ホ
テ
ル
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
ま
で
、

興
味
・
関
心
に
合
わ
せ
て
幅
広
く
学
ぶ
こ
と
が
可
能
。

行
政
や
企
業
と
連
携
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
学
習
や
実

習
も
特
徴
で
、
教
職
な
ど
多
彩
な
資
格
・
免
許
も
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

一
方
、「
メ
デ
ィ
ア
表
現
学
科
」
で
は
、
既
存
の
学

修
領
域
を
「
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
カ
ル
チ
ャ
ー
」「
ク
リ
エ

イ
シ
ョ
ン
／
Ａ
Ｉ
」「
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ン
」
の
３

分
野
に
再
編
。
学
科
全
体
に
「
デ
ザ
イ
ン
思
考
」
を
導

入
し
、
教
育
内
容
を
大
幅
に
刷
新
し
ま
す
。
授
業
で
は

新
し
い
表
現
に
挑
戦
す
る
た
め
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や

生
成
Ａ
Ｉ
、
デ
ジ
タ
ル
ノ
ー
ト
、
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
を
活
用
。
自
治
体
と
の

連
携
事
業
や
ウ
ェ
ブ
メ
デ
ィ
ア
の
取
材
編
集
、
映
画
館

で
の
上
映
企
画
な
ど
、
メ
デ
ィ
ア
表
現
を
学
ぶ
た
め
の

実
践
的
な
機
会
も
用
意
し
ま
す
。

海
外
で
も
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も

実
践
的
に
学
ぶ
〈
国
際
学
部
〉

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
加
速
す
る
中
、
多
様
な
価

値
観
や
文
化
を
持
つ
人
々
と
協
働
す
る
力

を
養
成
す
る
た
め
、
甲
南
女
子
大
学
は
国

際
学
部
を
大
幅
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
。
既
存
の
２
学
科
を

国
際
学
科
の
１
学
科
に
統
合
し
、
▽
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会

で
多
様
な
背
景
を
持
つ
人
と
協
働
・
共
創
で
き
る
女
性

に
な
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
共
生
専
攻
」、
▽
グ
ロ
ー
バ
ル

社
会
へ
の
理
解
と
高
い
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

を
も
と
に
、
キ
ャ
リ
ア
を
切
り
拓
く
女
性
に
な
る
「
英

語
キ
ャ
リ
ア
専
攻
」、
▽
韓
国
語
と
と
も
に
、
歴
史
・

社
会
・
文
化
等
の
観
点
か
ら
韓
国
を
学
び
、
日
韓
を
つ

な
ぐ
女
性
に
な
る
「
韓
国
語
・
韓
国
文
化
専
攻
」、
の

３
専
攻
を
開
設
し
ま
す
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
世
界
を
知
り
他
者
を
理
解
す

る
た
め
の
３
専
攻
共
通
の
学
び
と
し
て
、「
グ
ロ
ー
バ

ル
イ
シ
ュ
ー
ズ
」「
エ
リ
ア
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
」「
異
文
化

間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」「
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
の
４
領
域
を
用
意
。
１
４
９
科
目
の
中
か
ら

自
専
攻
科
目
を
中
心
に
、
興
味
・
関
心
に
合
わ
せ
て
３

専
攻
の
科
目
を
横
断
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

甲
南
女
子
大
学
は
、
海
外
に
派
遣
し
た
留
学
生
数
で

関
西
の
女
子
大
学
１
位
（
※
１
）
の
実
績
を
誇
り
ま
す
。

国
際
学
部
で
は
希
望
者
全
員
が
、
10
の
国
と
地
域
（
26

年
５
月
時
点
）
へ
の
留
学
に
挑
戦
で
き
る
ほ
か
、
国
内

外
で
実
施
す
る
全
学
生
参
加
可
能
の
グ
ロ
ー
バ
ル
実
践

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
展
開
。
企
業
や
行
政
、
団
体
と
連
携

し
た
国
内
で
の
実
践
的
な
学
び
は
も
ち
ろ
ん
、
海
外
の

日
本
企
業
や
ホ
テ
ル
、
学
校
な
ど
で
職
場
体
験
を
行
う

海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
海
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
、

多
彩
な
海
外
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
ま
す
。
新
た

な
価
値
を
創
造
で
き
る
国
際
人
の
育
成
を
目
指
し
た
、

新
時
代
の
国
際
学
部
へ
と
進
化
し
ま
す
。

希
望
す
る
新
入
生
全
員
が
学
べ
る

「
新
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
教
育

広
い
視
野
と
バ
ラ
ン
ス
感
覚
、
社
会
に
貢
献

す
る
力
を
育
む
た
め
、「
女
性
教
育
」「
初

年
次
教
育
」「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
を
柱
と

す
る
全
学
共
通
教
育
を
展
開
し
て
い
る
甲
南
女
子
大
学
。

そ
の
中
で
も
注
目
さ
れ
る
の
が
「
新
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
」
教
育
で
す
。

　

将
来
の
予
測
が
困
難
で
変
化
の
激
し
い
「
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ

時
代
」
で
は
、
一
人
の
リ
ー
ダ
ー
が
組
織
を
率
い
る
形

で
は
な
く
、
メ
ン
バ
ー
全
員
が
自
分
の
強
み
を
活
か
し

な
が
ら
チ
ー
ム
に
貢
献
す
る
「
全
員
発
揮
型
」
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
甲
南
女
子
大
学

で
は
、
こ
の
考
え
方
を
「
チ
ー
ム
の
目
標
を
達
成
す
る

た
め
に
他
の
メ
ン
バ
ー
に
及
ぼ
す
影
響
力
」
と
定
義
し
、

「
新
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
と
し
て
体
系
化
。
２
０
１
７

年
に
関
西
で
初
め
て
正
課
科
目
と
し
て
導
入
し
、

２
０
２
５
年
度
か
ら
は
、
希
望
す
る
新
入
生
全
員
が
異

な
る
学
部
の
学
生
と
と
も
に
、
１
年
間
「
新
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
」
科
目
を
受
講
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

授
業
は
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
し

て
、
基
礎
・
応
用
・
発
展
の
３
段
階
で
構
成
。
複
数
年

を
か
け
て
段
階
的
に
力
を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
２
０
２
５
年
春
に
は
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
教
育
セ

ン
タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
評
価
・
改

善
・
開
発
を
進
め
る
と
と
も
に
、
他
大
学
や
高
校
、
企

業
と
も
連
携
し
て
実
践
的
な
学
び
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

実
就
職
率
で
西
日
本
女
子
大
２
位

希
望
の
進
路
で
未
来
を
拓
こ
う

 「
就

職
に
強
い
大
学
」
と
し
て
知
ら
れ
る
甲

南
女
子
大
学
。
２
０
２
６
年
度
の
実
就

職
率
は
94
・
８
％
と
、
西
日
本
の
女
子

大
学
で
２
位
の
実
績
を
誇
り
ま
す
（
※
２
）。

　

甲
南
女
子
大
学
で
は
、
就
職
活
動
の
成
功
を
ゴ
ー
ル

と
す
る
の
で
は
な
く
、
入
社
後
も
社
会
で
活
躍
で
き
る

こ
と
を
目
指
し
、
各
種
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
科
目
を
１
年

生
か
ら
開
講
。
筆
記
試
験
対
策
を
入
門
レ
ベ
ル
か
ら

行
っ
て
い
る
ほ
か
、
人
生
観
や
職
業
観
も
含
め
、
就
職

活
動
に
関
す
る
知
識
全
般
と
実
践
的
な
対
策
も
学
ぶ
、

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
授
業
も
開
講
し
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
優
良
企
業
約
２
０
０
社
を

選
定
し
、
学
内
に
招
請
し
て
企
業
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
就
職
活
動
を
経
験
し
た
４
年
生
が
ピ
ア
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
下
級
生
と
本
音
で
語
り
合
う
座
談

会
な
ど
を
行
う
「
ミ
ラ
イ
サ
ポ
ー
ト
」
や
、「
自
分
に

と
っ
て
１
段
階
レ
ベ
ル
が
高
い
企
業
の
内
定
を
獲
得
す

る
」
こ
と
を
目
標
と
し
た
就
活
塾
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
Ｃ
Ｏ

Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ
」
な
ど
も
開
催
。
学
生
一
人
ひ
と
り
に
寄

り
添
う
伴
走
型
支
援
と
、
４
年
間
を
通
じ
て
段
階
的
に

実
践
力
を
養
う
学
び
が
高
い
就
職
力
を
支
え
て
い
ま
す
。

■リーダーシップ・プログラム
　「新リーダーシップ」科目の履修を
証明する大学認定プログラム。少人数
のチーム・グループワーク形式で行い、
課題に取り組みながら、チームと個人
の振り返りやメンバー同士の相互
フィードバックを重視。対話を通じて、
自分の無意識の行動がチームに与える
影響に気づき、仲間とともに成長して
いく。「基礎」「応用」および正課外の
「発展」レベルがある。

甲南女子大学
〒658-0001　兵庫県神戸市東灘区森北町6-2-23
入試・広報課（入試部門）　TEL 078-431-0499
https://www.konan-wu.ac.jp/

2027年4月、2学部がアップデート。
新しいリーダーシップ教育で
時代を切り拓く女性を育む

Konan Women’s University

甲南女子大学

　1920（大正9）年創立の甲南高等女学校を前身とし、国際都市・神戸で
100年を超える女子教育の歴史を築いてきた甲南女子大学。「全人教育・個
性尊重・自学創造」の教育方針のもと、「未来への実践力を育むこと」を教育
の中核理念に掲げ、その優れた成果は2026年度の実就職率ランキングで西
日本の女子大学2位という高い実績にも表れています。
　2025年度から進めてきた学部改組では、2027年4月に文学部と国際学
部が新たな形に生まれ変わります。7学部9学科がワンキャンパスに集う強
みを活かし、「新リーダーシップ」教育など独自の学びを通じて、社会で主体
的に活躍できる女性の育成を目指します。

大学HP

SU
MMARY

2027年4月、新しい文学部と国際学部がスタートPICK UP

（※１）『大学ランキング2026』（朝日新聞出版）より　（※２）大学通信調べ（26年8月4日現在）

○「甲南女子大学UPDATE」
　甲南女子大学は、
「女性が一人の自律
した人間として生き
抜いていくことを大
学一丸となって真
に応援する大学」です。
　ウェブサイト「甲南女子大学
UPDATE」では、学びをはじめ、
アップデートした大学のさまざまな特
色を紹介します。

文学部、国際学部、社会学部、教育学部、心理学部、看護リハビリテーション学部、医療
栄養学部の全7学部9学科がワンキャンパスに集い、学部・学科を越えた交流が可能です。
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